
　この度、私どもが、歴史と伝統に培われた滋賀県議会の第101代議長ならびに第112代
副議長の重責を担うことになりました。その使命と職責の重大さを痛感し、身の引き締まる
思いです。
　さて、新型コロナウイルス感染症については、本県においても、引き続き予断を許さな
い状況が続いており、感染症の拡大防止が喫緊の課題となっております。
　そのため、まずは円滑なワクチン接種や様々な感染防止対策の実施に県、市町、国が一
丸となって全力で取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症により疲弊している社会・
経済を早期に力強く立て直していく必要があります。
　一方で、新型コロナウイルス感染症を契機として、社会のデジタル化が進展するなど、
新たな潮流が生まれつつあり、コロナ禍を単なる危機とせず、変革期と捉え、滋賀の未来
も見据えつつ、この難局を乗り越えていくことが必要です。
　加えまして、頻発する大規模な自然災害への備え、本格化する人口減少・少子高齢化問題への対応、
CO2ネットゼロ対策や2025年に本県で開催予定の国民スポーツ大会と全国障害者スポーツ大会の開催
準備など、重要な課題が山積しております。
　こうした中、滋賀県議会といたしましては、二元代表制の一翼を担う機関として、引き続き議会の持
つ監視機能や政策立案機能の向上に努めるとともに、県民の皆様の声を真摯に受け止めながら、県民の
皆様の生命、財産を守ることを最優先に、活発な議論を行ってまいります。
　今後とも、皆様の格別なる御支援と御協力をお願い申し上げ、就任の御挨拶とさせていただきます。

滋賀県議会だより
　滋賀県議会は、令和３年４月27日に４月招
集会議を開き、令和３年度定例会の会期を令
和４年３月18日までと決定しました。また、
正副議長、各委員会の正副委員長と委員な
ど、県議会の新体制を決定しました。
　招集会議では、議員提出議案１件と知事提
出議案８件が上程され、審議した結果、いず
れも原案のとおり可決、承認または同意しま
した。

●新型コロナウイルス感染症対策に
係る一般会計補正予算を可決

　新型コロナウイルス感染症への対応として、
県内の飲食店に対する認証制度構築のほか、
高齢者施設等における一斉ＰＣＲ検査体制の
整備や変異株の検査体制の拡充を図るととも
に、生活福祉資金の期間延長、旅の地産地消
による観光関連産業の支援などの経費、総額
約59億8,600万円を追加する一般会計補正
予算を可決しました。

常任委員会の構成 （令和3年4月27日現在）
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４月招集会議で審議した議案
議案番号 件　　　　　　　　　名 結果

（議員提出）
会第４号 滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案 可決
（知事提出）
議第81号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第１号） 可決
議第82号 滋賀県税の課税免除および不均一課税に関する条例の一部を改正す

る条例案
可決

議第83号 滋賀県児童福祉法に基づく指定通所支援の事業の従業者ならびに設
備および運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例案

可決

議第84号 滋賀県特定非営利活動促進法施行条例の一部を改正する条例案 可決
議第85号 滋賀県環境審議会条例の一部を改正する条例案 可決
議第86号 契約の変更につき議決を求めることについて（信楽窯業技術試験場

新築工事）
可決

議第87号 専決処分につき承認を求めることについて（滋賀県税条例の一部を
改正する条例）

承認

議第88号 滋賀県監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意

議会運営委員会 委員長 副委員長 委　　　　員

議会運営委員会
（委員数９名） 大野和三郎 山本　　正

田中松太郎、角田　航也、竹村　　健、
有村　國俊、川島　隆二、奥村　芳正、
今江　政彦

特別委員会の構成 委員長 副委員長 委　　　　員
琵琶湖・ＣО２ネットゼロ対策

特別委員会
（委員数９名）

松本　利寬 重田　　剛
白井　幸則、河井　昭成、小川　泰江、
角田　航也、海東　英和、有村　國俊、
今江　政彦

教育改革・ＩＣＴ推進対策
特別委員会

（委員数10名）
加藤　誠一 佐口　佳恵

井狩　辰也、杉本　敏隆、田中松太郎、
駒井　千代、中村才次郎、桑野　　仁、
川島　隆二、中沢　啓子

行財政・新型コロナウイルス
感染症等危機管理対策

特別委員会
（委員数10名）

塚本　茂樹 柴田　清行
本田　秀樹、黄野瀬明子、山本　　正、
大橋　通伸、大野和三郎、細江　正人、
奥村　芳正、清水　鉄次

地方創生・国スポ・障スポ大会
対策特別委員会
（委員数10名）

目片　信悟 清水ひとみ
村上　元庸、周防　清二、竹村　　健、
木沢　成人、冨波　義明、江畑弥八郎、
成田　政隆、節木三千代

議会選出監査委員 九里　　学

関西広域連合議会議員 周防　清二、海東　英和、冨波　義明、江畑弥八郎

議会からのお知らせ
●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議
録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信もしています。

　滋賀県議会ホームページ　https://www.shigaken-gikai.jp/
　滋賀県議会ツ イ ッ タ ー　（アカウント名　@shigakengikai）

スマートフォン
等でも御覧いた
だけます。

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層御理解いただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関する御意見は下記までお寄せください。
宛先　〒520-8577　大津市京町4－1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp
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議
会
議
員
団

団
長節

木
　
三
千
代

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
闘
病
さ
れ
て
お
ら
れ
る

皆
様
の
１
日
も
早
い
回
復
を
願

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
も
と
で
、
県
民
の
皆
様
の

暮
ら
し
や
命
が
大
変
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
４
名
の
議
員
は
、

感
染
を
封
じ
込
む
た
め
の
大
規

模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
、
医

療
機
関
や
中
小
零
細
業
者
の
皆

様
へ
の
支
援
、
ひ
と
り
親
家
庭

や
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
等
、

毎
議
会
、
一
般
質
問
を
行
う
と

と
も
に
、
知
事
に
対
し
て
５
回

の
要
望
や
提
案
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
渦
の
も
と
で

Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
現
状
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

現
場
の
皆
様
の
お
声
を
し
っ

か
り
と
お
聞
き
し
、
願
い
実
現

へ
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ざ
な
み
倶
楽
部代

表清
水
　
鉄
次

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
続
き
、
滋
賀
県
で

も
医
療
現
場
や
経
済
が
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
前

線
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
医
療
従

事
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
ざ
な
み
倶
楽
部
は
、
地
域

医
療
と
福
祉
の
充
実
、
地
域
防

災
力
の
強
化
を
重
点
施
策
と
し

て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
命
と
生
活
を

守
る
た
め
、
医
療
・
福
祉
現
場

の
方
へ
の
支
援
の
充
実
、
教
育

の
機
会
が
こ
れ
以
上
失
わ
れ
な

い
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
と
合
わ
せ
た
防
災
対
応

に
向
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
か
ら
見

え
て
き
た
状
況
を
分
析
・
検
証

し
な
が
ら
様
々
な
政
策
を
提
案

し
、
行
政
と
と
も
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

公
明
党
滋
賀
県
議
団

代
表中

村
　
才
次
郎

　

県
民
の
皆
様
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
向
け
、
日
々
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
前
線
で
私
達
の
命

と
生
活
を
守
る
た
め
に
戦
い
続

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
従

事
者
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る

方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

公
明
党
滋
賀
県
議
団
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
不
安
を
抱
え
る
県
民

の
皆
様
の
お
声
を
も
と
に
、「
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
命
と
生
活
を
守
る
」、

「
一
人
も
置
き
去
り
に
し
な
い

子
育
て
・
教
育
の
充
実
」、「
命

と
暮
ら
し
を
守
る
防
災
対
策
」

に
重
点
を
置
き
、
持
ち
前
の
強

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
全

力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

各
会
派
の
取
組
等

各
会
派
の
取
組
等

会派別議員数
（令和３年４月27日現在）

自由民主党滋賀県議会議員団………19人
チームしが 県議団 …………………14人
日本共産党滋賀県議会議員団………４人
さざなみ倶楽部………………………３人
公明党滋賀県議団……………………２人
定数44人…………………………現員42人

自
由
民
主
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団

代
表奥

村
　
芳
正
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